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比
較
研
究
法
と
僻脚
計
の
比
較

比
較
研
究
法

ご
統
計

の
比
較

第
三
十

二
巻

二
七
〇

第

一
號

一.一
七

〇

財

部

静

治

画

西
大
路
太
子
道
㎡
は
、
京
都
市
に
最
近
に
乗
入
れ

つ
つ
、
今
は
昔
の
存
在
こ
な
り
し
新
京
阪
鐵
遣
株
式
會
肚
の

新
線

長

績
せ
し
め
ん
こ
し
て
、
延
長
せ
ら
れ
π
る
京
都
市
欝

気
軌
誉

於
け
る
、

一
停
留
場
の
名
馨

り
.

「
牛

に
乗

る

へ
き

は
馬

に
乗

り
」
(方
丈
記
叙
説
中
の
一
句
)
ピ
せ
ら
れ

し
、
稲
原

遷

都
當
時

に
比

し
、

世
事

萬
端

の
攣
急

且
大
な
塾

す

べ
き
に
拘
は
ら
す
、
此
事
あ
る
を
見
誰
か
古
雅
幽
邃

の
戚
を
興
さ
ざ
ら
ん
や
、
叉
第
二
回
国
勢
調

査

の
結

果

ε
し

て
速
報

せ

ら

る

る
所

に
よ

る
に
、
人

口
十

萬
を

超
過

せ

る
市

二
八
、
別

に
樹

同

程
度

の
人

口
を
包

容

せ

る
町

も

、
少

し
は

存
す

ご
せ
ら

る
、
(大
阪
朝
日
新
聞
第

一
七
、
六

一
五
號
社
説
参
照
)
全

人

口
七
千

萬

に
も
達

せ
ざ

る

に
拘

は
ら

す

、
人

口
地
方

分

布

の
現
勢

上

、
是

に
似

把

る
事

實

を

示
す

も

の

、
現

世

界

の

列

国

中

何
庭

に
か
存

す

べ
き

ざ
は

、
統
計

學

に
多
少

の
理
解

あ

る
者
等

し

く
訝

る

べ
き

所
な

り

。
そ

は
何

れ

に
し

て

も
、
簡

軍

に
摘
示

せ

る
右

の

二
車

賃

に
よ
り
、
何

を

含
意

す

ご
す

べ
き

、
そ
は
取

り

る
直

さ
す

格
物

致

知

の
目

的

上

、
或

は
古
ム
ーを

商

較

し
、
或

は
叉
東

西

に
放

棄
す

る
の
方

法

を
採

り

、
そ

の
異

相

に
通

達
す

る

の
道

あ

る

こ
ご
な
り

。
素

よ
り
時



及

庭

に
よ

る
比

較

研

究

の

必

要

又

有

益

な

る
は

、

輓

近

の
肚

會

諸

學

特

に
経

済

學

及

肚

會

學

の
研

究

上

、
普

通

に

説

か

る

る
所

な

る
を

以

て

、

今

更

か

か

る
問

題

を

掲

ぐ

る

は

、
柳

か
陳

套

に
属

す

る

の
嫌

あ

り

ざ
錐

も

、
本

邦

に

於

け

る
右

の

二

學

研

究

の

現

況

に

つ
き

て

察

す

る

に

、

か

か

る
研

究

法

適

宜

に
採

鐸

さ

れ
得

べ
し

ど
想

は

る

る
諸

題

目

に
付

、

顧

慮

せ

ら

る

る

こ

ど
案

外

に
尠

く

、
之

が
磨

用

に
及

ぶ
も

必

ず

し

も
適

正
な

ら

す

ε

、

思

は

る

る
節

な

き

に
非

す

、

而

し

て
そ

は

方

法

に
關

す

る

知

識

の

消

化

、
未

だ

順

正

な

ら

ざ

る

に

由

来

す

ビ
す

べ
き

も

の

あ

り

、

今

日

方

法

そ

の

も

の

に
關

す

る
研

鑚

を

積

む

も

.
敢

て
逞

し

ご

せ

ざ

る

に
似

た

り

、
蕪

雑

な

る
本

編

を

顧

み

塾
、

}

≧

一
f
1
3
」
)

一
里
口

㎏,じ
層ト

ノ
,
ヒ

「

)
4fI
」
人
滝」
一
O

湯9

ね

ね

老
門柳
努

σ̀
'
}
即嘲
に
蕉
'せ
み

.ご
窃

協
.竃
層

じ
吟
力
、
畢
ノ

=

一
撃
問

に
慮

用

さ
れ

湿

る

も
の

ざ
し

て

の
用
語
「
方

法
」
を
大

観
す

れ
ば

、
之
を

二
義

に
分

ち
得

べ
し

、
即

ち
第

一
に
そ

の
學
問

の
諸
眞

理
曇
見

の
泥

め
、
踏

み
入

る
の
要

あ

る
造

を
意
味

し
、
第

二
に
他

人

を

し

て
そ

の
眞

理

に

通

暁

せ
し

む

る

の
道

を
意

味

せ
し

め
得

べ
し

、
甲

は
論

理
的
方

法
又

は

研
究

法

ご
呼

ば

れ
得

べ
く
、
乙

は
講
説

叉

は

敏

授

の
方

法

ざ
呼

ば

れ
得

べ
し
、

二
者

は
決

し

て
無
關

係

ビ
す

べ
き

こ

ご
な
し

、
前
者

を

取
扱

へ
る
間

に
後

者

に
必
要

な

る
も

の
を

説

く

の
機

會

あ

る

べ
く

、
叉
「
敷

ゆ

る

こ
ご
に
よ
り

學

び
」
】$
言
言
σq
げ
鴇

9
p
。
三
昌
σq

否
更

に

一
歩
を
進

め

「
習

ふ

こ
ご
に
よ

り
學

ぶ
」
寄
碧
巳
お

蔓

ユ
o
ぎ
σq

は

、
特

に
統
計

學

の
研
究

上

、
進

學

の
要

諦

ご
す

べ
き
所

な

り

、
以
下

吾
人

の
主

眼

こ
す

る
所

、
右

の
第

一
義

叉
は

狭
嚴

の
意

義

に
よ
れ

る
方

法

に
存
す

る
や
、
謂

比
較
研
究
法
と
統
計
の
比
較

第
三
+
二
巻

二
七
一

第

一
號

二
三



比
較
研
究
法

と
統
計

の
比
較

第
三
十

二
巻

二
七
二

第

一
號

二
七
二

ふ
迄

も
な

し

ご
錐

も

、
第

二
義

の
方

法

を
巧

み

に
採

入

る

る
も

、
學
問
普

及

の
目
的

上
輕
祝

す

べ
か
ら

ざ

る
は
注

意

す

べ
く

、

こ
は

特

に

肚
會

諸

學

に
關
す

る

米

國

近
年

の

諸

著
書

に
就

き

、
鮮

明

に
窺

ひ
得

べ
き
所

な

る
が
如

し

、
益

に
は
軍

に
そ

の

一
例

を

示
す

の
趣

旨

に
よ

り

、
<
<、剛節
び
。
昇

の
「
産
業

地

理
」

房
中

の

一
節

を

、
引

く

に
止

め

ん
こ
欲
す

.
即

ち

曰
く

「
著

者

は
徹

頭
徹

尾
敷

へ
易

き

一
書

を
著

は

さ
ん

ご
し

.
文

は
簡

明

に
、
内

容

は
興
味

グ

ラ

フ
イ

ヅ

ク
ヘ

エ
て
ヅ

深

か
ら

ん

こ
ご
を
期

し

た
り

、
本
文
諸

櫛

は
故

意

に
短

く

し

、
圖
説

、
分
布

地

圖
そ

の
他

圖
解

易
知

の
便

法
を

沿

ね

く
挿

み
、
殆

ん
ざ

各
車

末

に
要

綱

及

課
題

を
付

せ
り

、
課
題

は

本

文
中

に

取

扱

へ
る

諸
要

鮎
を

復

習
叉
要

約

し

、
併

せ

て
又

本
文

の
所

説

に
關
係

あ

る

も
、
事

實

上
そ

の
中

に
説

か
ざ

る
譜

面

に

つ
き

て
の
、

思
考

を
舞
鼓

す

る
を

目
的

と
す

」
「
諸

例
讃

は
多

く

の
根
源

、
特

に
政
府

各
省

の
出
版

物

よ

り
抜

萃
す

」
と
。

本

邦

古

書
中

に
も
假
合

ば

佐
藤

一
齋

の
著

「
初

學

課
業

次
第

」

(天
保
三
、
邸
西
紀
一
八
三
二
年
若
)
の
如

き

、
學
問

小

成

の
拒

め

に
素
讃

、
講
繹

、
會
讃

す

べ
き

書
籍

の
順

序

を
指
示

し

、
更

に

「
儒
業

を
以

て
敷
捜

せ
ん

ど
し
人

主

の

顧
問

に
も
偏

り

、
詞
翰

の
道

に
も
通

せ
ん

ざ
す

る
人
」

の
セ

め

に
、
経

、
史

、
子

、
集

の
諸
文

献
を

測
器

し

、
そ

の
思

略
説
を

挿

め

る
あ
り

、
叉

本
居

宣

長

の
著

「
宇

比

山
踏

」
(寛
政
+
、
即
西
紀

一
七
実

年
著
)
の
如

き

、
學

問

は
弾

道

を

主

こ
す

べ
き

こ
ざ

、
国

里

を

磨
く

べ
き

こ
ご
、
漢

籍

を
変

へ
讀

む

べ
き

こ

と
、
古

歌
を

も

よ
く
學

、.か
べ
き

こ

ご
を
骨

子

ご
し

、
初

學
者

に
脩

學

の
方

針
を

指

示

せ

る
あ

り
斗
學

問

の
源

流
を

濁

b
西
洋

並

に
洋
學

の
渡

来

以
後

そ

の
流
を

汲

め
る
我

邦

の
學

風

に
、
求

む

る

の
弊

に
陥

る
b
易

き
現

時

に
麗

し

、
反
省

を
促
す

の
材
料

を

授

く

る

Cf,Cossa,Guidaallostudiodell'EconomiaPolitica.

P.40;Devas,GroundworkofEconomics,83・P・20;

Geographア,24.p.6,

z.c(3.;i$,
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こ

ざ

多

き

も

、

今

姑

略

く

之

を

不

問

に
付

し

、
之

を

泰

西

に

つ
・き
て
察

す

る

に

、
諸

學

の

登

達

上

そ

の
研

究

方

法

の

一
ご

し

て

、

比
較

研

究

法

樹

立

さ

れ

π

る

は

、

近

世

に
於

け

る
智

能

的

最

大

事

功

た

り

、

比
較

解

剖

學

は

種

々

の

種

に
於

け

る
類

似

器

官

に

つ
き

両

そ

の

同

異

を

観

察

す

る

こ

ご

に

よ

り

.
諸

動

物

形

態

の
交

互

關
係

及

そ

の

進

化

に
關

す

る
.、
最

初

の
灰

き

を

登

見

し

、

動

物

界

に

於

け

る
自

然

法

の
常

例

的

支

配

を

、
啓

明

す

る

に
費

し

π

り

、

…
般

に
比

隣

研

究

隣

の

窪

め

に
甦

來
・屠

黒

皮

昆
乳

D
ウ

に

、
懸

さ

移

把

る
八
、知
日
D

登

臨

康
～
こ
、

瘡

男

ご

映

芋

「・匹
「
凋
',「
聰団
一
一

-
『

・ノ'
一
1
一̀

∠
ま

ー

ー

1
1

f

～

ノ
」'
(

ノ.一ノ圭
駆

し

「　ノー

司

ご

を

齎

ら

し

元

り

、
従

来

氣

狂

せ

の

推

測

に

、
委

ね

ら

れ

把

な

一
範

園

に
於

て

も

、

之

が

π

め

に
確

實

を

期

す

べ

き

議

論

の
筋

を

生

め
り

、

嚴

密

に

外

見

的

客

観

的

な

る

立

讃

を

、

大

部

分

は
施

し

兼

ぬ

べ
き

諸

事

項

に

つ
き

で

も

、
比

較

研
究

を

施

す

こ

ご

ざ
な

う

て

よ

り

、嚴

密

に
内

面

的

な

る

白
鷺

式

の

立

読

を

、
挿

み

得

べ
き

こ
ご

ご
な

り

、

其

の

結

果

に

就

き
割

合

に

人

な

る
…確

信

を

懐

か

し

め
得

べ

く

、
幽
叉

誤

謬

起
階

み

る

の

弊

勘

な

き

を

得

る

に
至

れ

b

、
こ

は
英

國

の

史

家

コ

2
ω
弓
。
.男
「Φ
Φ
ヨ
p
琶

(本
誌
第
+

一
巻
五
七
五
頁
五
八
八
頁
参
照
)
が

、

一
八

七

三

年

の

著

書

「
比

較

政

治

學

」

∩
。
⇒
、℃
9
.9
猷
く
Φ

℃
。
謹

。
朋
.(
。
.
一)
中

に

説

け

る
所

な

る

が

、
氏

は
此

主

旨

を

承

け

つ

つ
、

先

づ
言

語

及

帥

話

の
研

究

が

、

右

比

較

研

究

法

採

用

の
結

果

、
大

登

達

を

遽

げ

た

る

こ
を
説

き

,
此

方

面

に
於

て

言

語

學

者

、

印

度

哲

學

者

ご

し

て
有

名

な

り

し

零
曽
×

三
豊

.

.
(
一
八
三

一丁

一
九
〇
〇
年
)
及

牛

津

に
於

け

る
最

初

の
人

類

學

敷

授

ゼ

し

て

、
叉

原

始

文

明

に

關

す

る

二
大

著

に

よ

り

、

知

名

な

り
し

睾

・
・
冨
・
三
…

身

】。
ろ

八
三
二
⊥

九

一
七
年
y
の

功

績

、
多
大

な

る
も

の
あ

る
を
賞
讃

し

、
引

続

き
説

い
て
曰
く

、
滋

に
比
較

政

治
學

ご
題

せ

る
に

つ
き

、
そ

の
政

比
較
研
究
法
と
統
計
の
比
較

第
三
+
二
巻

二
七
三

第

憂

一一七
三



比
較
研
究
法
と
統
計
の
比
較

第
三
十
二
巻

二
七
四

第

一
號

二
七
四

治

て

ふ
語

は

、

ア

リ

ス
ト

ー

ト

ル
が

そ

の
大

著

の
表

題

中

に
、
含

ま

し

め

た

る
意

義

ご
、
同

義

に
解

せ

ら

れ

ん

こ

ご

を
望
む
.
而
し
て
比
較
政
治
讐

は
、
政
治
的
諸
施
設
政
府
の
諸
形
態

に
關
す
る
、
比
較
研
究
を
意
味
す
、
さ
れ

ば

比
較

政
治

學

て

ふ
名

幕
下

に
、
互

に
距

だ

る

こ
ご
最

も
遠

き
諸
時

代

(古
希
臓
史
に
造
詣
す
る
所
深
か
り
し
氏
は
、
古
希
臓

ア
ナ
ぴ
ヂ
　
ス

の
国
家
と
現
代
國
家
と
を
比
較
研
究
し
た
り
)

及

諸

國

の

政

治

的

諸

施

設

問

に
窺

は

る

る

、

幾

多

の

類

同

を

指

摘

文

集

成

せ

ん

ご

欲

す

、
(
政
府

の
職
分
に
關
す
る
明
治
以
後

の
我
邦
學
読
史
上
、
注
目
す

べ
き

一
著
量
目
と
す

べ
き
朋
治

三
年
加
藤
弘
之
著
「
眞
政
大
意
」下

の
四

故

に
常
節

の
「
長
者
國
之
先
、
國
者
君
之
本
」
と
し
、
同
書
上

の
一
、
○

枚

う

に
仁

徳
天
皇

の
詔

に

「
天
才
立
看
本
爲
菅
姓
、
故
吾
以
百
姓
爲
本
」
と
せ

ロ

　

コ
ロ　

ムコ

　
ト

ノ

レじ

　
ち
レ

ら
レ

サ

ひ
　

のユ
ロ

ロ

コノ
ロじ

へ
　

る
を
引

き
、
是

に
關
嚇
し
て
論

ぜ
る
所

と
、
輓
近
融
會
政
笛
{
の
結

崩
と
の
同
異
を
蕉

へ
㌔

吐

出居
躰

に
藻

て

号

¢

匿

冠

ご

詞9

ぞ

居

は

ξ

一
身

が

問

題

こ

せ

る

所

の

一
部

分

、

詳

言

す

れ

ば

諸

風

俗

、

諸

儀

式

ゐ

諸

信

條

等

に

し

て

、

諸

國

民

及

諸

時

代

の

政

治

的

施

設

ご

關

係

あ

る

を

、

一
層

詳

細

に

取

扱

ふ

に

あ

b

」
(
前
掲
書

一
二
頁
)
ざ

、

か

く

て

そ

の

研

究

上

「
時

こ

し

て

類

似

巨
(
窪

。
鴇

o
「

「
霧
〇
三
σ
固き

8

は

、

一
見

し

て

察

知

せ

ら

る

る

も

、

時

セ

し

て

は

表

面

に

現

は

れ

す

、

そ

の
蕎

藩

在
す

る
こ
話

ら
ん
・
真

意

棉
樂

一
致

(。
　

　

塗

・　

・
・§

・・葺

第
+
奮

、
統
計
藪

・

「
皮
想
的
」獲
動
及
相
違
を
取
扱

へ
る

国

N
[N穿
こ
・OQ
。冨
3
訂
話
裂
く
。島
民
。屋
漏
窪

。,舞
一覧
8
冨
【
N
"田
窪
9
『
び
三
m㎝ρ
5二
・㎝6ぽ
Oげ
げ
固崩
。..
¢
ロ
[。「ぴ一

。幕

9

・£
套

8

邑

。箒
・
あ
る
を
併
せ
て
注
意
す
べ
し
、y

の
内

部

に
、

屡

々
潜

伏

せ

る
實

際

類
似

を

、

容

易

に

看

破

す

る

泥

め

に

は

、

同

種

の

研

究

に
於

け

る
小

練

習

の
助

け

を

借

り

、

少

し

く

思

索

を

環

ち

す

の

み

に

て

足

れ

り

」

(前
禍
害

〔
三
頁
)
ご

論

じ

た

り

。

比

較

研

究

法

が

史

的

研

究

法

ざ

共

に

、

法

律

♪

経

済

及

肚

會

の
研

究

上

行

は

る

る

こ

ご
な

り

て

よ

b

、
如

何

に
そ

の
進

歩

否

革

新

を

促

す

に
貢

献

せ

る

か

、

以

下

略

説

す

る
所

あ

る

べ
き

も

、

藏

に
樹

浅

薄



な

る
統
計

學
者

こ
し

て
も

、
心
得

聡
き

て
可

な

b

ご
想

は

る

る
二
鮎

に
就

き
言
及

せ

ん
ご
欲
す

、
本
邦

古
賢

に
ま

る
言

語

の
比
較

研
究

は

、
そ

の

一
に
し

て
、
文

學

の
比

較
研
努

は

、
そ

の

二
な
り

。
.

∴

萬
延
元

(
一
八
六
〇
)
年

の
序

を
付

し

、
門

人

に
よ
り

公
け

に
.さ
れ
し

、
李

田
篤

胤
(安
永
五
-
天
保

一
四
、
即
ち
西
紀

一
.七

七
六
一

一
八
四
三
年
)
著

「
俗

和
道
大

意
」

は
そ

の
當

時

に
於

け

る
本

邦
神

道
貴

地
研
究

の
目

的
上
う

巧
み

に
言
語

の

比
較

研
究

を

取

入
れ

た
b

ぜ
す

べ
き

も

の
な

る
が
、

同
書

劈
頭

に
説

出

せ

る

一
節

は
、
是

を
割
愛

す

る

ζ

忍

び

す

、
以
下

そ

の
儘

引
用

す

べ
し

、
印

路

曰

く

す

べ

ち
が

つ

わ
セ

ま
　

凡
て
世
串

の
事
に
も
惣

も
、
名
蓬

て
同
窃

が
あ
り
、
婆

名
篇

↓

、
事

の
達
て
居
墓

あ
り
、
蓋

を

乏

し
ら
べ
辮
へ
ぬ

へ

大
詰

小
難

ひ
が
崇

㌃

,発

籏

讐

・
懇

舜

転

と
は
毒

・
叢
て
磐

こ
と
　

・あ
恥

漕

費

せ
て
・
同
じ
物
蔦

つ
け
あ
は

し
ひ
コ
ピ
　

と
附
會

さ

ん
と
ナ

る

や
う
な
、
講

説

も
出

来

る
事

ぢ

や
、
然

れ

ば
物
學

ぶ
人

は
、

こ

こ
ら

の

繹

を

よ
く

心
得

て
居

ら

ぬ
と
・
折
角
學

ん
だ

ご

・
ど
・
が
・
諺
に
・
勢
・
て
功
芒

毒

す
如
　

む
だ
骨
警

戒
て
・
三

・
・
が
ぞ

有
・
絋

裾

世
間
の
慧

覧

る
に
・
誰

け
レ

か
た
は
ら

か
ら
ず
多

く
、
傍

よ

り
見

る

に
見

か
訟
る

ほ
ど

、
汲

々

氣

の
毒

な
も

の
お

や
、
夫

は

ま
つ
物

が
同

じ
く

て
名

の
達

て
を
る

も

の
は

、
誰

も
能

な
に
は

く
言

ふ
、
難
波

の
葦

は
伊
勢

の
溜
㎝荻

、
京

の
太

夫

は
江

戸

の
お

い
ら
ん

、
俗

家

の
妾

は

法
師

の
大

黒
、

こ
れ
ら

は
み

な

物

が
同
く

て
、
名

の

　
ま

達

て
居

る

の
ち

ゃ
、
文

名

は
周

く

て
、
.實
事

の
達

て

居

る

こ
と
は
・
瀞

道
な

ど

が
そ
れ

ぢ
や
・

と
申

す

故

は
・
神

道
神

道

と
一
望汀

に

い

へ
居

こ
ま

か

云
も

の
の
、
巨

細

に
此

を

分

て
云

へ
ば
、

十

二
三

に
も
分

ら

う

が
、
其

内
大

き

な
る
相
違

の
所

を

別

て
も
、
ざ

っ
と
五

つ
の
差
別

が
宥
る

　…

ご
、
牢
固
先
生
の
右
立
言
中
に
窺
破
る
る
比
較
研
究
の
精
神
は
、
本
邦
産
制
の
熱
誠
な

る
放
免
に
も
及
ぼ
さ
れ
た

り
、
即
ち
そ
は

「
此
の
ほ
ご
源
の
弘
賢
濾
し
の
、
狩
谷
望
之
が
著
は
せ
る
、
本
朝
度
孜
ビ
云
ふ
書
を
携

へ
來
ま
し

い

か
に

さ
き

お
の

れ

こ
し

ろ

て
、
此

な

む
如

何

ε
問

る

る
に
、
此

は
前

に
己

に
も
見

せ

て
、
思
.ふ
旨

あ

ら
ば
聞

か
む

と
布

け
れ

ば

、
我

が
意

ご

比
較
研
究
法

と
統
計

の
比
較
一

策

三
十

二
巷

二
七
五

第

一
號

二
七
五



比
較
研
究
法

と
統

計

の
比
較

第

三
十
二
巻

二
七
六

第

一
號

二
七
六

「

謝
へ
る
穿

を
・
何
く

懇

書

つ
け
て
贈
り
貸

し
を
・
覆

に
な
臨

急

へ
ば
、
・
の
望
之
が
説
は
し
も
、

藻

の
道
か
き
飢
る
食

じ
き
隷

に
て
黛

望

・
蓉

ふ
詮

馨

し
て
禽

で
蓄

を
書
鱗

へ
嚇嚢

給

へ
轟

ら
る
る
に
・
塾

あ
へ
実

此
の
暑

等

り
初
む
る
含

害

を
・轡

商

へ
ば
、融
篠

懸

部

瞭

り
聾

剛

ぜ
云

ふ
日

に
な

も
有

り
げ

る
、
「
人

は
よ
し

か

ら

に

つ
く

ど
も
我

か
杖

は

、
や

ま

ご
島
根

に
立

む

ご
ぞ
思

ふ
」

ご

の
前

書
を

付

せ

る
上
下

二
冊

の
大

稿

本
「
皇

國

度
捌
者

」
(藏
書
は
天
保
年
中
鎮
胤
の
跋
文
を
付
す
る
氣
吹
舎
塾
蔵
版
、
本

書
に
っ
哲
τ
は
塀
訂
陽
苔
解
題
五
一二
八
買
、
湛
水
櫛
土
蕃
典
籍
砦
一一些

…一頁
参
照
)

な

り
、
大

和

島

根

に
立

て

鞭
臆
す

る
の
・杖
.は

、

人

文
科

學

に
從

遊
す

る
本

邦
人

こ
し

て

、
永

く
手

に
放

つ

べ
か
ら
ざ

る
寳

た
b
、
若

し
実

れ
度

量
衡

の
制

度
及
實

際
問

題

は

、
経
済

學

及
統
計

學

上

の
根

本
問
題

な
り

、
現
今

経
済

學

研
究

を

主

こ
す

る
公

私

諸
大

學

に
於

て

、
是

を

特
別

の

一
科

目

こ
す
す

る

こ
ご
な
き

の
故

を
以

て
、
軽
視

し

て
可

な
り

ざ
す

べ
き

に
非

す

、
吾
人

は
他

の
機

會

に
於

て
是

を
主

題

こ

し
、
論
究

す

る
所

な

ら

ん

と
欲

す

。

蔵

書

枕
草
紙

春

曙
抄
初

藩

中

に
書

入

れ
し
者

あ
り
、

曰

く

「
紀

貫
之

古
今

序

、
源

氏
物

語
初

巻

、
雅
倫
齊

が
詞

、

東

坂

が
四
時

の
序

、
淵

明

四
時

詩

、
皆

四
季

の

風
景

を
筆

に
ま

か
せ

て
心
を

や
り
侍

也
」

ご
、

文
學

は
元
詞

藻

の

無

比
絶

倫

を
以

て
、
そ

の
生

命

ε
す

べ
き

も
の

起
り
、
從

ひ
て
古
・今
東
西

の
作

品

に

つ
き
、
類

同

を
究

明
せ

ん

ε

す

る
が
如

き
研

究

は
、

一
見
無

用
無

益

な

る
が
如

き
も
、
.右
引

用

文

ば

か

か

る
研

究

も
亦
無
意

味

な

ら
ざ

る
を

着

想

せ
し

む

、
果

せ

る
哉

、
「
比
較

研

究

法

が
文
學

研
究

上

、
採

用

さ
れ
得

べ
き
最

も
有
用

又

有
数

な

る
方
便

の

一
花



る
に
、
由
來

英

文

學

の
敷
育

上
慮
用

せ
ら

る

る
こ

ご
な
き
を

指
摘

し

、
L
之

が
事

由

を
適

當

の
著

書
な
き

に
臨

し
湘

そ

の
缺
陥

を

補

ふ

の
趣

旨

に

よ
り
嘱
》

切
。
薯

。
噛
∩
。
5
℃
p
韓

貯
o
℃
8
#
ざ

δ
。。
を

著

は

せ

る
≦

養

帥
ヨ

冒
9
℃
言

「。・曾

コ
　

レ

レ
ユ

シ

ロオ

ン

は
、
交
聯

の
原

則

が
何
れ

の
比
較
研
究

法

慮

用

に
も
件

ふ

べ
し

と
し

、
詩

材

の
配
合

(假
令
ぱ
戦
争
の
詩
、
季
節
の
諸
等
に

レ

セ

ム
ブ

ラ

ン
ス

シ

し
ラ

リ

チ

し

ヂ

ッ

フ
エ

レ

ン
ス

ヂ

ス

シ
ミ

ラ

リ

チ

マ

就
き
)
さ
て
は
そ

の
観

瓢

、
思

想

に
於

け

る
通
有

・類

同

(齊

一
)及

相

違

(
不

齊
)
を

示

さ

ん
ご
せ
り
、
惟

ふ

に
英

文
學

以

外

に
於

て
も

、
同

種

の
主
張

は
立

て

ら
れ

つ
つ
あ

る
を

信
ず

ε

雌

も

、
彼

れ

個
人

主
義

の

一
哲

人

ト
づ

フ

エ

ル

Z
騨
N
・・∩
冨

に
よ

り
、
敷

の
子
及
「
ざ
ら
」
な

る
事

物

は

、
之

を
鬼

及

統
計

の
手

に
引

渡

す

ご
潮

け

ら
れ
し

、

そ

の
統
計

を

學

ぶ
身

ビ
し

ザ」
は

、
右

の

一
事
.例
を
塞

ぐ

る
の

み

に
て
満

足

せ
ん
。

三
一

ア

ワ
ビ

カ

フ

簸

魚

帥

王

蒜

所

レ
唱

者

、

其

殼

日

二
石

決

明

「
(詩
才
草
中
,

一
叙
説
)

こ

せ

ら

る

る
は

、
英

猫

語

に

て
海

の
耳

し∩
。
器
母

Q。
①
8

『
.
ご

せ

ら

る

る
所

な

り

、
佛

語

に

よ

り

海

の
毒

σ
。
。
一.。
ム
。
-日
2

ビ

せ

ら

る

る

は

、

虫

に
肯

だ

る
蛸

な

ら

で

ヅ
グ

海

鼠

な

b

、

同

種

動

物

に
射

し

命

名

す

る
所

一
な

ら

ざ

る

も

、
以

二形

似

一名

(松
岡
恕
港

の
語
)
の
趣

旨

は

、

そ

の
何

、れ

に

つ
き

て

も

霜
～は

る
、

(ω
。冨
ロ
。ゆ
年回『
にい
時
。一昌
島
。
.岩
肌。。
'、¢『曳
。二
.一σ昌【ξ

p巳

一)写
①噌。ξ

と
せ
る

旨①喝。
同一・聰
の
名
句
と
、
之
を
翼
照
玩

味
す
べ
し
、
拙
著
吐
會
統
計
論
綱
二
版
四
五
及
三
二
七
頁
参
照
)
凡

て

各

學

問

の

端

緒

は

、

時

及

庭

の
範

疇

内

に
於

て

、
形

、
色

価

習

性

、

状

態

叉

は

事

情

等

の
皮

想

的

類

同

に
關

す

る
皮

想

の
観

察

に

外

な

ら

ざ

る
諸

蹄

納

に
登

せ
ら

る

、
一假
令

ぱ

古

代

に
於

て

動

物

界

を

、

禽

獣

巌

魚

に
分

て

る

が

如

き

之

な

り

、

現

時

に

あ
b

て

は
観

察

は
構

造

及

機

能

の
諸

類

比
較
研
究
法
と
統
計

の
比
較

第

三
十
二
倦

二
七
七

第

一
號

二
七
七

、



比
較
研
究
法
と
統
計

の
比
較

第

三
十
二
巻

二
七
八

第

一
號

二
七
八

同

に
付
途

げ

ら

る
、
是
等

凡

て

の
最

後

ε
し

て
、

一
系

列

に
於

け

る
生
起

の
類

同
及

相
違

、
並

に
大

さ

の
類

同
及

相

違

に
關

す

る
、
系
統

的

観
察

は
行

は
れ

、
因

果
關
係

の
登
見

を

促
す

に
至

る
、
五

行

の
運
行

に
て

、
水

よ
6
火

を

、
火

よ

り
土
を

、
土

よ
り
金
を

、
金

よ
り
水

を

、
水

よ

り
木

を

生

じ

、
叉

木

は
土

に
剋

ち
、

土
は

水

に
剋

ち

、

さ

　

し

ヲ

う

水

は
火

に
剋

ち

、
火

は
金

に
剋

ち

、
金

は
木

に
剋

つ
ご
す

る
、

相
生

、
相

剋

の
説

は
億

こ
す

べ
き
や
眞

ε
す

べ
き

や

、
天
地

ご
時

ご
人

ご
「
き

ひ

つ
か
み
」
の
順

を

逐

ひ
て

、
輪
縛

し

つ

つ
新

聞
を

作

る
ε
す

べ
き

も

の
な

る
や
否

や

、

自

然

科

學
者

な

ら
ざ

れ

ば
之

を
判
亦
・
る
に
固

し
む

ご
雛

も
、
「
磁

石

引

針

、
琥

珀
姶

・
芥
」

ビ
先

づ
そ

の
総

論
を
書

ク

ハ

ハ

二

八

ハ

チ

ノ

起

し

、
「
猫
見

限
知

レ時

、
有

レ
歌

云

、
子
午

線

、
卯

酉

圓

、
寅
申

巳
亥

銀
杏

様

、
辰

戌
丑
未

側

如

レ
銭
」

ご
坐
右

日

額

さ

る

べ
き
些
事

に
も
及

ぼ
し

、「
凡
分

身
膣

衣

服
飲
食

器

用
薬

品
疾
病

文
房

菓

子
疏

菜
花

竹
禽

魚
雑

著
十

二
門
共

四

百

四
十

八
條

皆
療
治

及

禁
忌

定
事

」
(
四
庫
全
書
総
目
提
要
子
部
四
+
参
照
)
を
説

け

る
蘇

転

の
名

著
物

類
相

戚

志

(元
緑
三

即

一
六
九
〇
年
の
和
刻
京
東
洞
院
通
夷
川
上
町
林
九
兵
衛
版
行
あ
り
)
の
如

き

は
、
實

際
的

把
ら

ん

こ
す

る
経

濟
學

者

、
肚
會

學
者

の

ネ

ご
L

て
、
深
甚

な

る
注
意

を

擁

ふ
べ
き

一
文

敵

た

る
を
信

じ
て

疑
は
す

。

.肚

會

學

の
歴

史

は
右

所

説

の

一
例

こ
し

て

完

全

な
り

、
古
代

に
於

け
…る

杜
會

研
究

は

、
時

に

よ

る

類
似

再
集

合

、
假
命

ば
踊

、
出
猟

、
軍
事

遠

征

、
庭

に
よ

る
類
似

分

配

、
假
命

ば
猟

匪

分

配
、
・集

團

せ

る
個
人

の
類
似

習
慣

及

諸
事

情

に
關
す

る
、
皮

相

の
観

察

に
勧

ま

れ
り

、
肚

會

の
構

造
及

機
能

に
關
す

る
、

一
層

注
意
深

き
観

察

及
分

類

は

、

プ
ラ

+
一
及

ア
ラ

ス
ト
ー

ト

ル

に
よ
り
逡

げ

ら

れ
湿

る
、
綿
密

の
研

究

に
大

成

さ
れ

セ
b
、

次

い
で
登
生

Cf.Giddings,fndnctiveSociology,P.16.以 下 の 叙 説,も 同 署 に 頁 ふ 所 多 し 。



を
繹
ね
藷

原
因
を
製

せ
ん
手

・
の
試
み
は
、
長
年
月
に
}号

て
行
は
れ
㌘

、
浮

　

影

毫

・長

閑
&

圃
p

寓

。
。
冨

さ

≧

晋

巨

歩

9

呂

戸炉

=
。
σ
σ
。
伊

。。
旨

。
N
p

男
昏

巳

。
「
h一

ぎ

弁

p

旨

。
幕

切
且

。
二

及

、

胃
O
F毯

雷

～

の

な

せ

る

所

は

黙

り

・

∩
。
∋
滞

は

是

等

の

研

究

全

部

を

、

該

博

に

遽

げ

ん

ご

企

て

陀

b

、

甦

化

論

の

學

問

起

り

て

よ

り

、

そ

の

研

究

を

一
層

精

確

に

蓬

げ

ん

こ

勉

む

る

に

至

り

、

構

造

機

能

に

閲

す

る

新

研

究

は
.

　コ

　

ロ

　

コ

ニ

コ

コ

ニ

つ
ロ
　

ニ

コ
　
コ
　
しタ
ゴド
ド

う
し
へ

を

し∩
℃
o
昌
8

5

u∩
0
7
算
出
¢
㌧

口
①

O
鴨
o
①
「二

〇
〇
ヨ
σ
窃
r
二
①

「
Φ
馨
δ
O
ρ

C
F5
ポ
)δ
を
一〇
N

及

u
一日
ヨ
c
F
に

よ

h
.
逼

,砺

∈

即

題

生

の

諸

新

研

究

は

、
土

俗

學

的

著

書

の

評

論

及

羅

列

に
、

當

る

の
方

法

を

考

、
竃

。
.・・
㊤
一、忌

・
剛・、。
し

p
。
げ
。
憲
、・

剛』
画窪

盈

併

出
q

回
晶

[記

罰

の

如

き
諸

土

俗

學

者

、

並

に

も∩
一)窪

8
び

そ

の
他

の
學

者

に

よ

り
毬

げ

・19
れ

、

叉

原

因

の

諸

研

究

は

切
…

ρ

ζ
　

㌧

。。
℃
§

9

壽

旦

ぎ

島
・
乙

)
・
・乙
雪

目
㌔

。
ロ
≡
伽
。

及

日
6

・,
。
ロ
等

に

よ

り

蓬

げ

ら

れ

セ

リ

。

肚
會
學
的
研
究
の
二
特
殊
方
法
砦

、
比
較
研
究
法
及
史
的
研
究
法
は
、
蹄
納
的
守

、
實
際
の
研
究
に
奪

て
は

二
者

混
用
叉

交

錯

せ
ら

る

る
こ

ご
を

以

て

、
寧

ろ
普

通
な

b

こ
す

。へ
く
、
更

に
統
計

法

に
至
り

て
は
、
右

二

者
に
弱
し
鼎
立
せ
・
も
の
乞

て
も
考

へ
ら
れ

得
ぞ

、
或
は
綾

研
究
法
の

覆

已

'
、
も
考

へ
ら
れ
得
べ

-
、
か
-
麦

歴
書

統
計
僻

究
を
含
み
得
べ
き
が
如
《
、
統
計
量

的
研
究
を
伜
ふ
ぎ

..
墓

認
蒋

べ

し

・
(9
色

話
m
は
「批
會
學
原
理
」中
、
統
計
油
を
比
較
研
究
法
の
一
種
と
せ
る
も
、
「
蹄
納
趾
會
響

に
あ
り
て
は
、
之
を
史
的
及
比
較

の
二
薪
究

法

の
定
量
的
形
式
と
し
た
り
、赴
會
統
計
論
調
二
版
二
二
九
頁
参
照
)
何

れ

に
し

て

も

普

通

に
理

解

せ
ら

る

る

が
如

き

史

的

及

比

較

比
較
研
究
法
と
統
計

の
比
較

第
三
十
二
巻

二
七
九

第

一
號

二
七
九



比
較
研
究
法

と
統
計

の
比
較

第
三
十

二
巻

二
八
O

第

一
號

二
八
○

は

二
研
究

法

に
よ
り

、

一
定

の
事

實

が
、
定
質

上

一
定

部
類

に
属
す

る
や
否

や
を

決

し

、
類

同

あ

る
や

否
や
を

究

む

、
詳
言

す

れ

ば

(1

)
時

に
よ

る
生

起

の
類

同

、

(2

)
腱

に

よ

る
位
置

の
類

同

、

(
3
)
形

、
色

、
習
性

、
状

態
叉

の
事

情

の
類

同

、

(
4

)
変

聯
及

交

互
繋

縛

(構
造
及
機
能
)
の
類

同

、

(
5
)
「
系

列

に
於

け

る
生

起

(
登
生
)

の
類

同

、

(6

)
大

さ
(大
量
、
数
、
歩
合
又
は
カ
)

の
類

同

に
欄

し

て
是
を
究

む
、
換
言

す

れ
ば

.・、
ル
が

一
致

法

ご
呼

べ
る
研

究

法

を

遽

ぐ

(。,
ン
霧

・
囲・。吼
。・
望
ハ・
≡
・
Ω
・・
く
≡

)
.要
す

る
に
前

記

二
研
究

法

の
結

果

こ
し

て
、
そ

の
定
質

的
形
式

に
よ

れ

ば

右

の
六

種
類

同
中

始

の
五
種
を

授

け
、
條

件
を

蹄
結

す

る

の
望

を
達

せ
し

む
。

肚

會

的

譜
實

在

は
之

に
間

接
槻

癖

を
施

す

こ
ご
セ

、
何
等

遮

る
胱

な

し

ご
錐

も
、
理
論

セ
實
瞼

叉

は
試
験

(農
事

試
験
の
如
き
)

に
よ

り
験

め
す

に
は
、

比
較

的
大

困
難

あ
b

、
肚
會

諸

學

は
實
駿

の
代
り

に
、
圭

ご

し

て
比
較

に
依

頼
す

る

の
要

あ

る
も
、
之

が
た

め
に
は
長

年
月

に
亘
う

て
知

見
を
蒐

め
、
叉
杜

會

襲
展

の
幾
多

標

本

こ
し

て
千

差

萬

別
な

る

に
、
逓

臆
す

る
の
要

あ
り

、
就
中

そ

の
後

者

詳

言
す

れ
ば

、
謝

立
す

べ
き
諸
肚

會
型

間

の
比
較

は

、
肚

會

の
諸
問

題

解

決

上

、
客
観

性

を

期

す

る

た

め

の
最
良

玉

醗

た

り
、
頑

迷

ぴ
蒔
。
5
、
及

定
道

論

ユ
。
6
豊
富
翻
∋

へ
の
最

良

解
毒

剤

π
り

、
杜

會

諸
學

は
肚

會
諸

學

こ
し

て
は

、
主

ピ
し

て
比
較

研
究

法

に
依
頼

す

る

の
要

あ

り

。

比
較

言
語

學

、
比
.較

宗

激

、
比
較

法

學

、
比
較

土

俗
學

、
家

族
及

道

徳
制
度

の
比
較
研

究

は

、
諸
肚

會

的
活

動

の
諸
形

態

中

類
似

を
宿

す

こ
ご
、

そ

は
又

一
登
展

を

有
す

る
こ
ビ

、
法
則

の
常

例
的
支

配

は
杜
會

的
世
界

に
及

ぶ

皿
こ
ご
を

示

せ
り
、
比
較

研
究

法

は
生
命

あ

る
者
又

は

之

に
准
ず

べ
き

も

分
の
、
諸

學

問
上

特

色
祝
す

べ
き
所

な

り

。

諸
無

機

現
象

を
研

究

す

る
際

、
吾

人

は
推
測

し

得

べ
き

が
如

き

道

理

に
よ
り

、
究

明

せ
ら

る
べ
き

一
現
象

を

登

現

■

せ

し
む

べ
き
諸

候

件
を

推

測

し
、
次

い
で
そ

の
諸

候
件

を
與

へ
、

か
く

て
そ

の
現
象

現

は

る
る
ど
き

は

、
そ

の
假

尋Cf
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説

確

か

め
ら

る
ご
考

ふ
、

叉
吾
人

は
そ

の
諸

候

件

に
鍵
更

を
加

入
、

そ

の
結

果
こ
し

て

の
現
象

に

つ
き

、
之

に
相

鷹

せ

る
憂

化

を
登

見
す

、

さ
れ

ご
肚

會
諸

學

に
あ
り

て

は
究

明

せ
ら

る

べ
き

現
象

を

、
何

腱

か
之
を

登
見

し
得

べ

き

所

に
て
観
察

し
、
そ

の
目
前

に
て
之

を

登
現

せ
し
む

べ
き
諸

條

件

を

記

録
し

、
肝

要

條
件

た
ら
す

何
時

も
現

存
す

ご
す

べ
か
ら

ざ

る
は

、
之

を
解

繹
中

よ

り
省

き
、
問

題

た

各
現
象

の
種

々
事

例
間

の
相
違

ご
、
そ

の
現
象

現

出

の
條

件

こ
な

れ

る
諸
事

態

間

の
、
相

慮

相
違

ご
を
観
察

す

、
實

験
科

學

ご
比
較

科
學

ざ

の
対

照

π

る

べ
き

は
、

後

者

に
於

て
自

然

否

一
般

に
有
り

の
儘

が
、
諸
事

實

を

呈

露
す

る
儘

に
、
之

を
捜
す

に
反

し
、
前

者

に
あ

b
て
は

事

實

を

作

ウ

出

す

に

あ
b
、
解

繹

上
軒
裏

條

件

た
ら

ざ

る
を
省

き

、
肝

要
條
件

税
す

べ
き

も

の
の

㎝
致

を

確

か

め
、
原

嚇
的
諸

候

件

に
於
、け

る
譜

憂

化

に

つ
れ
、
結

果

に
於

け

る
諸

麹
化

セ

交
聯

せ
し

む

る
た

の
に
、
多

く

の
事

例
を
観

察

す

る
の
要

あ

る

こ
ご
あ

る
や

前

に
も

一
言

せ

る
如

し

、
か
く

て
又

是
等

多
数

事

例

を

登
見
す

る
セ

め
、

多

年
多

地
方

に
亘
り

て
之

を
捜

す

の
要

あ
り

、
特

に
異

れ

る
多

一

の
同
時

肚

會

ビ
し

て
、
諸
候

件

の
偏
倚

上
出

来

　

る
丈

け
廣

き

開

き
を
伜

へ
る
も
の

に
就

き
、
之

を
捜

す

の
要
.あ

り

。

各
別

に
そ

の
特

色
丈

け

を
擧

げ

て
論

じ
な

ば
、
史

的

研
究

法

ご
比
較

研
究

法

ご
は
別
物

な

り

、

さ
れ
ご
比
較

研

究

法

も

一
歩

を
進

め
な
ば

、
自
然

又

は
有

り

の
儘

の

「
實

験

室
」

に
て
、
惹

起

さ

る
る
諸

結

果
を
窺

ふ

べ
き
魂
登

生

學

的
方

法

Ω
窪
Φ
昏

∋
亀

6
α

に
展

開
す

る
こ
ご
は

、
や

が
て
生

々
之

謂

レ
易

ε
宇

宙

を
観

す

る
の
,
寧

ろ
穏
當

な

る
を

想

は

し
む

る
所

以

湿

る
ご
共

に
、
輓

近
肚

會

諸

學
上
特

筆

す

べ
き

一
事
功

セ

リ
、

こ
は
科

學

上
生
命

の
各

問

題

に
就

き

、
進

化

的
登

展

的

一
背

景

を
逆

賭
す

る

こ

ご
を
意

味

す

、
是

等

の
問

題

に
關
す

る
吾

人

の
心

理
状
態

は

、
久

し

か
ら

ざ

る
以
前

迄

は
、

ヵ
つ

フ
オ

ル

ニ
ァ
、
印
度

人

が
惰
高

き

ア

メ
リ
カ
杉

。。①
虐

9
霧

に
就

き

て

、
懐

け

比
較
研
究
法

と
統
計

の
比
較

第
三
十
二
巻
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八
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比
較
研
究
法
と
統
計
の
比
較

第
三
十
二
巻

二
八
二

第

一
號

二
八
二

る
所

に
似

た

る
も

の
あ
b

き

、
即
ち

是
等
印

度

人

は

そ

の
木
を

他

の
樹
木

ざ
別
扱

ひ

ご
し

、
成

長

の
賜

な

b

ざ
想

は
す

、
初

よ
り
今

の
儘

の

姿

を

呈

し
た
り

ご

考

へ
た

り
、

さ
れ

ご

至
大

に
し
て

由
来

す

る
こ
ご
最

も
古

き
實

在

も
新

ら

し

く
し

て
微

小
な

る
も

の
同
様

、

因
果
態

の
常

例

的

一
聯

鎖

に
よ
り

、
無

よ
b
登

生

し
、
成

長

し
セ

b
、

之

が
π

め

に
現
在

を
了
解

す

る
の

一
端

緒

、
否

未
來

へ
の

一
展
望

を

遽

ぐ

る
の

一
端
緒

さ

へ
も
授

け
ら

る
。

特

殊

の
各
動
物

叉

は
植
物

形
態

螢

居
中

、
特

殊

の
諸

條

件
を

伴

ふ
べ
き

も

、
有
機

的
進

化

の
普
撞

法

則

、
解
鐸

の
諸

大

原

理

は

、
譜
植
物

及

動
物

、
哺

乳

動
物

及
軟

膿

動
物

、
顕

花

植
物

及
隠

花
植

物

に

つ
き
齊

一
な

り

、
同
機

に
各
肚

會

的
活

動

は

、
特

殊

の
諸

條

件
を

件

ふ

べ
き

も

、
肚

會
登

展

の
普

通
原

理
は
、

言
語

、
宗

敷

、
政
治

及

法

律

、
藝

術
、
劇

、
及
儀
式

、
科

學
及
哲

學

、
経
濟
策

及

道
徳

律

に

つ
き
齊

一
な

る
も

の
夥
し

。
一

登

生
學

的
研
究

は
生
物

學

に

て

も
、
肚

會

學

に
て
も
之

を
下

級

形
態

に
施

す
際

特

に
数

果
多

し

、
人
膿

の
解
剖

に
よ
り

、
人

の
生
命

の
性

質

そ

れ
自

膿

に
、
最

も
輝

け

る
光

は
放

π

れ
得

ぺ、
き

に
非

ざ
り

き

、寧

ろ
兎

、
ぶ

た
ね

づ

み
、
蝿

、
海

謄

、
蚯
蚓

の
如

き

動
物

の
實

駿

に
よ
り

て
撚

り

、
そ

は

そ

の
實

験

法

が
か

か

る
低
廉

材

料

に

よ
ヶ

、

慮

用

さ
れ
得

べ
き

が
故

に
、
然

り

ご
部

分
.的

に
は

謂

ひ
得

べ
き

も

、
そ

の
外
生

だ

る
理
由

ど
し

て
は

、
諸

構

造
及

諸
過

程

が
軍

純

に
し

て
、
會

得

せ
ら

る

る
に
足

る
こ
す

べ
き

が
た

め
、
叉
是
等

の
軍

純

な

る
諸

階
段

は

、
最

終
結

果

に

つ
き

て

の
解

繹

を
授

く

る

も
、

こ
は

其

の
結

果
そ

れ
自

艦

の
研

究

に
よ
り

て
は
、

授
く

る

の
見
込

な

き
所

な

る
が
た

め
な

り
、

下
級
肚

會

形
態

に
よ

り
て

は
、
廣
範

園

の
實

験

は
施

し
得

ざ
ら

ん

、
さ
れ

ご
そ

の
数

ご
種

類

ε

に
富

む
を

以

て

、
比
較

研
究

法
を
施

す

の

鯨

地
を

授

く

、
後
紀

の

赴
會

形

態

に

比
し

、
遙

か

に
軍

純

な

る
を

以

て

、
そ

の
研
究
者

に
か
の
肺

経
學

者

が
、
巌
及

軟
膿
動

物

に
於

け

る
神

経
組

織

上

の
諸

元

素
研
究

上
登

見
す

べ
き



が
如
き

一
長
所
を
授
け
、
そ
の
逐
次
的
階
段
は
、
最
終
結
果
に
到
達
せ
し
む
べ
き
諸
方
法
を
呈
露
す

べ
し
、
欧
米

文
明
の
研
究
に
限
ら
れ
た
る
杜
會
學
は
、
小
変
及
烏
獣
肉
の
研
究

に
限
ら
れ
た
る
食
養
學

に
、
讐
ふ
べ
き
も
の
あ

る
べ
し
。

現
存
せ
る
織
黒人
の
生
活
及
諸
事
情
ざ
、
太
古
に
於
け
る
吾
人
の
相
先
の
生
活
及
諸
事
情

こ
の
間
に
、

一
致
あ
り

.
禧

足
し
得

べ
き
に
非
す
、
・。
・
ず
ξ

が

天

類
の
現
は
れ
砦

初
期
を
、
現
原
民
族
て

ふ
鏡

に
照
し
て
復
活
せ

し

む
」

こ
し

、
天

来

の

≦

・
一・
↓
犀
。
量
器

敷

授

が
、
蟄

人

を

以

て

「
一
種

の
現
代

先
租
」

税

し

π

る

は

、
共

に

一
の
文
飾

に
過

ぎ
す

、

さ
れ

ご
考

古

學

的
護
標

は
、

現

代

の
石

器
時

代

ご

一
萬

年

以
前

に
於

け

る
そ
れ

こ
の
間

、

酷
似

せ

る
を

示
す

、
生

物
學

的
進

化

論

麿

は
、

現
在

の
下
級

階

段

に
就

き
、
過

去

の
諸

形

態
を

洞
察

す

る
の
能

あ

る

に
非

す

ん
ば

、
決

し

て
功

多

き
を

得

ざ

る

べ
し

。

諸

材
料
批

判

上
用
意

周
到

な

る
を
要

す

、
異

民
族

に
關

し
旅

行
家

の
語

る
所

を

、
決

し

て
残

ら
ず

比
較

肚
會
學

の
材

料

ざ
し

て

、
鵜

呑

に
取

入

る

る
が
如
き

こ

ご
あ

る

べ
き

に
非

す

、

さ
れ

ざ
又
吾

人
は
訓

練

あ
b

信
頼

す

べ
き

科

學

的
親
察

者

に
よ
・
・積

ま
れ

た

る
、
莫

大

の
讃
擦

を

供

給

せ
ら

る
。
街
他

の

転

を

注
意

す

る
は

、
時

宜
を

得

す

ご
は
な

さ
す

、
帥

ち
他

の
諸
事

情

同

じ

こ
せ
ん

か

、
最

良

の
謹
糠

は
書

入
自
身

の
五
官

に
よ
b
集

め
ら
れ

た

る

も

の
な

り
、
原

始

的
諸
肚

會

型

に
興
味

を

お
け

ば

ビ

て
自
己

の
身
邊

に
現

は

る

る
諸

肚

會
事

實

の
、
不
屈

な

る
研

究

及
解

析

を
、

軽
視

す

る
の
弊

に
略

み

る

べ
き

に
非

す

、
寧

ろ
堆

さ
れ

た

る
興
味
及
能

力
を
傾

到
し
、
現
肚

會

に

就

き
自

家

一
流

の
観
察

に
當

る

べ
き

な

り

、
吾

人

が
遠

方

材

料
を

捜
す

は

、
内

に
登
見

す

る
こ

ご
な

か

る

べ
き

材

料

を

得

、
特

に
又

比
較

的

登
生

學
的

研
究

の
籐

地

を
登

見

せ
ん

が
た

め
な

b

。
(未
了
)

。

比
較
研
究
法
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統
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比
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